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【03-C2-003】 養護教諭が中心となったコンサルテーションの事例（高校１年生Ｋ）

キーワード： いじめとは何か 相互（会議型）コンサルテーション 傾聴・応答・質問技法

この事例解説では、コンサルテーションを中心にした養護教諭の初期対応に焦点をあててまとめました。

◇◇◇コンサルテーションを中心としたかかわり◇◇

欠席だけでなく、遅刻や早退も不適応状態を示すサイ

ン。遅刻の背景に、何らかの不適応状況があるかもし

れないという慎重さをもって、丁寧に聴く。

自分の苦しみは、簡単には他人に言えないもの。保健

室に訪れた３日間の対応で、養護教諭はＫの信頼感を

を得て、相談されたと思われる。

傾聴技法や応答技法、質問技法を使って、Ｋが味わっ

たつらさを具体的に理解しようとすることが大切。そ

のため、いじめもつらいが、相手にされないことがな

おつらいという心情まで吐露している。

保護者への連絡や相談は不可欠にしても、Ｋの気持ち

への配慮や保護者に知らせる緊急性を判断して決める。

いじめは絶対許さないこと、総力を挙げて守ること、

Ｋの不利になるような対応はしないことは伝えたい。

Ｋとよく話しあいながら進めていくことで合意するこ

とは、Ｋが主体的に問題の解決にかかわることの意味

合いもある。

こうした養護教諭の「軽快なフットワーク」が迅速な

対応を可能にし、Ｋの信頼感を得ることにもなる。

メンタルヘルスの問題に関する作戦会議は、養護教諭

がリーダーシップを発揮していくことが重要。こうし

たコーディネートがチームでの対応を機能させる。

実践の概要とポイント

Ｋは、５月の連休明け頃から、級友数人から

「デブ」「オカマ」などと言われ出した。さらに

は「仲間だろう」「後で払うから」とジュースを

買わせられたり、トイレで用を足しているとき

にいたずらをされたりもしていた。

学級担任は、こうした事実は知らなかった。

ただ、最近、Ｋの遅刻が目立ち、級友もそれを

批判するようになり、担任も何度かＫに注意を

していた。

５月末、Ｋは、授業中に腹痛や吐き気を訴え

て、３日間、保健室を訪れた。不審に思った養

護教諭が、カウンセリングをしたところ、いじ

めの事実を話した。遅刻も、朝の使い走りを避

けるためであった。また、Ｋは連休前から学級

で孤立しはじめ、いじめをしている数人しかＫ

にかかわる者がいないと訴えた。相手にされな

いよりはいいと感じ、がまんしていたのである。

このことは、病気がちな母親に心配をかけた

くないので、言っていない。後のことも怖いの

で、誰にも言わないで欲しいとのことであった。

養護教諭は、いじめは絶対に許さないこと、

いじめからＫを守るためには事実を先生方に知

ってもらわなければならないこと、学級やいじ

めている数人を指導する場合、Ｋと事前によく

話し合うことで合意した。

養護教諭は、教育相談担当者に相談し、翌日

の５校時、学級担任、学年長、副担任、クラブ

顧問の時間割を調整してもらい、６人で作戦会

議を持つことにした。

作戦会議では、養護教諭が司会をした。「作戦

会議シート」に沿って話し合いを焦点化し、時

間配分も考えながら進めた。いじめの状況報告

は養護教諭が行い、小学校や家庭、学級での様
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「作戦会議シート」というフォーマットの活用によっ

て、アセスメントから具体的な対応策の決定までの道

筋が得られる。

現時点での苦戦の状況を理解し、なぜそのような苦戦

が生じたり、維持されているのかを考える。もしかし

たら自己肯定感の低さや、学習面での挫折が背景にあ

るのかもしれない。こうした見立てをしていくことが

必要であり、そのためにも苦戦状況の理解が重要。

登校していることを当たり前とせず、資源として見る。

保健室に来ることも同様である。つい当たり前に思っ

てしまうこと、欠点やマイナスに思えることも資源で

あることが多い。また、Ｋを直接ささえる資源として

養護教諭の専門性が生かされている。

当面の指導・援助として、誰が、誰に、何をするのか

しないのかを明確に決めることが大切。スモールステ

ップで、小さくてもできることを積み重ねていく発想

も大切。

今後、養護教諭は、対応策の実行をサポートしたり、

実行状況を把握したりしながら、作戦会議を企画する。

対応にあたっては、保健室でのカウンセリングやアセ

スメントが重要になると思われる。また、今後、保護

者との連携を進める上で、養護教諭の役割は、一層大

きくなることが予想される。
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子やＫの性格・行動等の特徴及び学習状況等に

ついては、学級担任から情報提供してもらい、

他のメンバーがそれを補足した。

入学後間もないこともあって、得られた情報

は多くはなかったが、現時点での苦戦状況を「周

囲に聞こえるように悪口を言われる、使い走り

をさせられる、いたずらをされる」ことと「級

友と親しくされず、孤立感を感じている」こと

と理解した。

Ｋの自己資源や他者資源として「このような

つらい状況でも登校している強さ」「養護教諭

への信頼感」「素直でまじめな性格」「学級に同

じ部員で思いやりのある生徒がいること」が把

握できた。

そこで、当面の指導・援助の目標を緊急性の

高いことから、「いじめをこれ以上エスカレー

トさせない」「保健室をＫの緊急避難的な場所

とする」「学級の親密さを高める」ことにおい

た。具体的には、「明日、担任が、Ｋに対し全

力でいじめから守ることを伝える」「明日、養

護教諭が、Ｋと、いじめの事実があったら小さ

なことでも報告にくることで合意を図る「授業

開始前や終了後、教科担任が、教室や廊下にい

て生徒たちとコミュニケーションをとりながら

観察する」「明日、担任が、小学校時代の担任

に電話して、保護者に関する情報や対人関係に

関する情報を得る」「保護者への連絡は、現時

点では拙速にならないよう控える」「級友の活

用はまずは控える」「課後緊急学年会を開き、

学年の意思統一を図る」「明日から１週間実行

し、次回作戦会議でその結果を検討する」こと

とした。


